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1E −9　　覚醒 時記 録で 平坦 脳 波 を呈 した 10例 の 臨 床 IE ”10　 双 極子 追 跡法 に よる 側頭 葉 て ん か ん の

　　　　　　発 作 時脳 波 の 検討
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　 脳 死 判定基 準 の 1 つ に 「平坦 脳 波」があ り，深麻 酔 時 と

臨 死 時 を 除 け ば 日常 の 脳 波検 査 で 目 にす る こ とは 殆 ど な い 。

　 昭 和 60年 か らの 4 年 間 に 当院 で 行な っ た計 801 件 の 脳 波

検査 で 8 例の 平垣 脳波例 を認め た 。 5年 以上 経過して の 再

検 査 所 見 と臨 床 経過 に つ い て 検 討 し た の で 報告す る 。

【対 象 と 方法 】通 常 の 脳 波 記録 （17誘導 ，SO−20 法）で 平坦

脳波を認 め ， 5年 以 上の 経 過 を観察で きた 7例 と追 跡 期 間

が 5 年 に満た な い 3 例の 計 10例 を対 象に ，その 基 礎 疾患 ，

平 坦脳 波記 録 時の 状 況 ，臨床経過 を比較検討 し た。

【結果 】対 象 は 9 例 が い わ ゆ る 重症 心身 障害 児 で ，内 訳 は

先天 性 小 頭fi　B例，StUrge−Weber 症 候 欝1例 ，脳 挫 傷 互例，

SSPEI 例，　Reye症候群 1 例，不 明 2 例で ，残 る 1例 は 先

天性筋 ジ ス ト ロ フ ィ
ー

（CMD ）で あ っ た 。 平坦 脳波 記 録時 年

齢 は 7 歳 か ら2r歳 ，追跡 期間 は平均 7 年。冒語 に よ る コ ミ

ュ
ニ ケ

ー
シ e ン 可能 な例 は 反 響 。常 同言 語 を 示 す 1 例 以外

無 く，ADL は全例 全 介 助 ，6 例が 経管 栄養 例で あった。平

坦 脳波は 全 例覚醒時記録で の み 認め られ，同 日の 睡眠時 記

録 は
一

見 正常 覚 醒時 脳 波様 の 後 頭部 優位 の α 波 を認 め る 者

2 例，睡 眠 時 瘤 波・紡錘 波 を認 め る者 3例 ，不 整 な θ波 ・

δ波 を認 め る 者 4 例 の 8 パ ターン が み られ た。て んか ん 発

作の 既 往を有する 者は 7 例い たが ，心 肺不全で 自発呼吸 が

無 く昏睡 で レ ス ピ レ ータ 管 理 中の CMD 例 を除 い て 発作 は

抑 制 され て い た 。 脳 波記 録 で て ん か ん性突発 波を認 め た の

は 発作 抑 制 期 間 が 1 年 に 満た な い 4 例 （Reye症 候 群 例 ，

CMD 例 ， 脳挫傷例 と 小頭症 の 各 1例）で あ っ た 。 何れ も発

作波の 出現 は睡眠時 に 限 られ，5 年 以上 を経 て の 再 検所 見

で 覚 醒 時記 録が 平 坦 で な か っ た 2 例 で は覚 醒 時 記録 で も発

作波を認 め た 。 2例の 死 亡例以外 、 経過 中の
一

般 状態 に 大

きな 変化 は み られ なか っ た。

【考 察】脳 波の 平坦 化は 大脳皮質活動の 著明な低下ない し

停止 を意 味す る ，との 解釈 が一
般的で あ る が ，今回呈 示 し

た 症 例で は 死 亡 した CMD 以外 は vital 　 signs に 異常 な く，

実 際 睡 眠 時 脳 波 で は 活 動 を 認 め た。重度 の 皮質 砺 害 に

よ る chaotic な状 態 で も脳波 は 平坦 化す る ，と解 釈 で き，

脳 波 は 覚醒 時 と共 に 睡 眠 時 も検索す る 必 要性 が 改め て

確認 さ れ た 。

く は じめ に 〉

側 頭葉て ん か ん 患者 で 、MRIに よ り側 頭 葉 内 側 部 に異 常

陰 影 を認 め る一例 に つ い て、偶然 に 自発的 な 単純部分 発

作時の 脳波を記録する こ とがで きた 。 そ の 発作時脳波 を

双極 子追 跡 法 に て 解析 した 所、発生 源 は 異 常 陰影 の ほぼ

直上 に定位 され たの で 報告する 。

＜ 症例 ＞

　　　　M．K．　 40 歳　女性　 ：　 週 数 回 の 単純部分発

作 （胸が むか むか と こ み あげて くる 感 じ ） と 月数 回の 複

雑部分発作 （胸の む か つ きに続 く意識途絶） を主症状 と

す る側頭 葉 て んか ん患 者 。 MRIに よ り左側頭葉内側部 に

異常 陰 影 を認 め た 。 頭 皮 上脳波 で は 発 作 間歇期 に左 右側

頭部 に棘波が 認 め られた 。 脳波を記録時 に、偶然に 自発

的 な 単純部分発作 をお こ し た。発 作 時 脳 波 は 、左

F7 ，　 T 　3 ，
　 T 　5優位 の 徐 波群 発が 約 20 秒聞続い た 、

〈 方法 と結果 〉

　　　 発 作 時 脳 波 を双極子追跡法 （実形状
一

様 導体 モ

デ ル で 1．5倍補正） に て 解析 し、一
双 極子モ デ ル で

dipolarity が 0，98以上の 等価 双 極 子の 位置 を次々 に もと

め た 。 MRIは 2mman隔の 水平断で 撮影 し全 脳 を覆っ た 。

双極子追跡法記録時 に 得 られ た 頭蓋 形状 とMRI か ら抽 出

さ れ る 頭部の 輪郭 と をコ ン ピュ
ー

タ
ー

画面上 で 3 次元 表

示 し、移 動 、 回転 さ せ な が らそ の 二 つ を視 察的に 重 ね あ

わ せ た 。 視察的判 定で は左右の 側顕 部 に独 立 して 焦点が

認め られ た発 作間歇期の 棘波は 、異 な る ペ ク トル を持 つ

もの の 、左 側頭 部 の 異常 陰 影近傍 の 同一
の 部位に 焦点が

推定 さ れ た。さ らに 、 発作時の 徐波群発の 等価双極 子 の

分布は、異常陰影の ほぼ 直 上 lcm に 中心が あ り、そ の

標準偏差は 約 lcm であ っ た。す なわ ち発作時脳波 （徐

波群発）はMRIの 異常陰影の ご く近 傍 か ら発 生 して い る

こ とが 示 唆 され た 。
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